
 

頁 訂正後 訂正前 

２ 平均７％弱変化 平均５％弱変化 

２ 

右
図 

  

４ 

図 

  

４ 

注 

課税対象所得／名目ＧＤＰ）変化率＝6.5＊（１＋需給ギャッ

プ）変化率 
課税対象所得／名目ＧＤＰ）変化率＝3.8＊（１＋需給ギャッ

プ）変化率 

 

（理由） 

地方税収額について、1982年、83年、85年、88年、91年、92年、94年、98年の各

年度の額に入力ミスがあり、訂正後の結果は上記の通りとなる。 
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税率変化の寄与（+12→▲304）

物価変動の寄与（＋218→▲180）

（10億円、2012年度税額で基準化）
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潜在成長の寄与(+629→+137)
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税率変化の寄与（+12→▲304）

物価変動の寄与（＋218→▲180）

（10億円、2012年度税額で基準化）
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潜在成長の寄与(+629→+137)


